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神 楽 笛 の 伝 来

（１）神楽の笛

普天満宮・宮司の新垣義夫氏は、第 回沖縄芸能史研究会での発表で、218
大和芸能である神楽が沖縄にいつごろから入ってきたかは定かでないが 女「 、『

官さうし （ ）によると、』 1700
『七社の内侍御當國神樂の演技を尋るに、往古、伊勢國長野展眞と云人、琉球

に来たり、時代不知。居住して一女を生む。名を展眞の松金といふ。はじめて伊

12勢流の神道を父展眞より伝授すと云う 崇禎年間波上宮炎上に遇ふ 因て寛永。 。

年乙亥の年、権現勧請の為に、命を奉て、座主頼慶、大夫天願筑登之親雲上薩州
チク ト ン ペ ー チ ン

へ 至り、佐藤権大夫信年より神道の書を伝授し、且、権大夫の名を得たり。天

願無恙帰國して七社の祝部に伝授し、公事相勤なり。此の書は、天願養子松堂親

雲上伝授いたし其次双知念筑登之親雲上治近に伝授す。康煕 年丙子年、治近35
より密氏高嶺筑登之方宜へ伝授し、七社の神主、各公事相勤也。右神道の書、方

宜格護し侍るなり 』とある。神楽は前記からして伊勢流と諏訪系？の２種類の。

神楽があったように思われる。後者の神楽については「康姓家譜」にさらに詳記

がある。その資料の神楽の部分のみ要約すると「天願は崇禎八年（ ）正月に1635
鹿児島の諏訪大明神へ赴き約 ｹ月間修業して３社権現勧請の遷座祭に 座の10 33
神楽を奏上し、同年 月 日に那覇へ持ち帰り、波上宮で鎮座祭をして、その11 11
時にも 座の神楽を奏上した」とある。33

「 」 、 （ ） ）さらに 新参利姓家譜 によると 金城仁屋 筑登之親雲上 は宝暦３年(1753
２月に鹿児島正１位諏方（訪）大明神祝部頭出羽守従５位藤原朝盈より笛役の許

エイ

状を得て、その後の神楽には笛の伴奏が入るようになったとある。

神職である祝部・内侍の存在は『琉球神道記』( ）にも記載があるので、1605
神楽は当時からあった可能性もある 」と述べている。。

平凡社の『世界大百科事典』によれば、

「７年とか 年、 年に一度の式年祭には託宣神事がある。託宣にかけられた13 33
託太夫が神がかりして村の豊凶を告げる」とあり、
タク ダ ユ ウ

又吉眞三・著 琉球歴史・文化史総合年表 に 国相懐機が那覇に長虹堤 海『 』 、「 （

中道路）を築造した 年に天照大神を祭ったのが神社の初めである」と述べ1451
ている。

神社があれば神楽はつきもので、 年天願筑登之が波上宮の鎮座祭で 座1635 33
の神楽を奏上したというのは、神がかりして村の豊凶を告げたものだと考えられ

る。

宗教音楽としての楽器（横笛）の演奏は、 年、金城仁屋（筑登之親雲上）1753
が笛役の免許状を得てからのことだと推測できる。
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（２）神楽舞「初穂」

神楽舞「初穂」は、昭和 年( 年）普天満宮・宮司の新垣義志氏が普天満38 1963
宮の洞内で神に祈りつつ湛水流の作田節に自作の「むづくいやゆかて、世果報年

招ち、うはちあぎやびら、神のうえむぬ」という歌詞をつけて、振り付けた舞踊

です。

この舞踊「初穂」は毎年、旧暦の９月 日の普天満宮例大祭と、５月 日の15 17
波之上宮の例大祭に湛水流保存会の地謡と琉舞・華の会の師範の方によって奉納

されています。

『新垣義志 第２回創作舞踊発表会』のパンフには、

物作いやゆかてぃ 世果報年 招ち
ム ヅク

御初あぎやびら 神ぬ 御饗物
ウ エ ムン

作物は稔り、豊穣の年を迎えて

「初穂」を奉納しましょう 神への御饗物として

「タイワンカニクサ ・ ヘラシダ」で作った冠、白装束という出で立ちは、」 「

かって沖縄の村々の祭を司ったノロの姿である。

その白装束に小道具の稲穂を持ち、湛水流の曲にのせて普天満宮の神楽舞とし

てふりつけしたものが「初穂」の舞である。

神楽舞「初穂」（渡慶次哲三氏：提供）

振り付けについては、歌詞にもあるように豊作は神の御恵によるものとして

初穂を神に捧げる。これは又次への豊穣となって我々にかえってくるものだとし

。 。て表現した それに神殿であるが故に進退の足の動きには祭式作法をとり入れた

、 、 、この踊りは 昭和 年に振り付けしたものであるが その４年後の２月 日38 18
神道国際友好会による講演と映画の夕べの催しが那覇市内であった時、始めて公

の場で演じた。

その後、現・華の会佐藤太圭子師匠はじめ２・３の方に教えて毎年の大祭の祭

儀の中で神楽舞として奉納してもらった。近年は華の会の門下生が奉納舞を引き

継いでいる 」と記されている。。
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